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Abstract
　This review of the researches of  career choice of Japanese university 
students focused the studies on decision-making theory conducted in 
Japan. The present review suggested the necessity of examination of 
the effect of self-efficacy about career information search on the process 
of career choice. It is also needed to examine the relationship between 
specific self-efficacy about career information search and career decision-










A Review of Previous Studies on Information Processing in 
Career Decision Making among University Students
Satoko Ikeda





論を提唱した Super （1957）は，キャリア発達の過程を，「成長期」（0 歳
から 14 歳）「探索期」（15 ～ 24 歳）「確立期」（25 ～ 44 歳）「維持期」（44









































































































































































は，ステップ 1 で，まず就職情報誌から漠然と就職したい企業 5 社を選ぶ。
ステップ 2 で会社に入って得られる結果を予想して，その会社にどのよう
な属性があったらよいかという 5 つ選択基準をあげる。ステップ 3 では，
ステップ 2 で選んだ選択属性について 5 段階で重視する順位を回答する。
ステップ 4 では，5 つの選択基準にしたがって用意された就職情報誌で情
報を確認してそれぞれの会社について各基準を○△×で評価，得点化し，
合計点を出して，最も合計得点の高い会社に決定する。一方属性による排
除方略の被験者はステップ 1 ～ 3 までは主観的期待効用方略の被験者と同



































　Taylar & Betz （1983）は，この進路選択に関わる自己効力感を進路選
択 自 己 効 力 感 と し， そ れ を 測 定 す る 尺 度 と し て CDMSE（Career 
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